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要 旨

本研究は，停車帯設置区間での不規則駐停車行動をプレート式連続調査により観察し，

駐車時間長，目的，車種等の駐車特性データから，不規則駐車の行動特性を分析するもの

である．ここで不規則路上駐停車とは，交差点や横断歩道直近等本来の停車帯以外での駐

停車である．多くの場合この駐停車は駐停車禁止場所（道路交通法（以下法）第四十四

条）での駐車行動であり，交通安全上及び交差点交通容量の確保の点から問題となること

が多い．特性の分析はクロス集計による２変数の関連分析であり，一般的な統計手法によ

る．また分析に先立ち我が国市民の法意識についても言及した．法規範とその運用行為，

さらに市民規範についてそれらの関係をまとめた．

Key words：停車帯，路上駐車，違法行為

１．はじめに

我が国諸都市の都心地区での違法駐車は，平成１８年度からの民間人による駐車監視員制度

（法第五十一条）により減少しつつある．しかしこの制度は放置自動車を対象としたものであ

り，非放置での長時間駐車や駐停車禁止区間での取り締まりを強化しているわけではない．違

法路上駐車の排除を，交通容量の確保や路上の障害物排除による交通安全の確保を主眼に考え

るなら，放置・非放置に関わらず交差点付近や駐停車禁止場所での重点的な路上駐車規制は意

味があろう．
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本研究では，交差点付近等の駐停車禁止区間での路上駐車行動を，調査に基づく幾つかの交

通特性から統計的に分析することを試みた．その目的は，

（イ）法規範と実態（現状）のずれを示すこと．

（ロ）法規範の実行が現実的でなければ，それに代わる実行可能な法基準を示すこと（この場

合の「法規範の実行」とは部分的な実行ではない）．

であるが，本研究の内容は主に（イ）である．

２．法規範に関わる研究の意味

２．１交通秩序の維持における法の役割

道路交通法が施行され半世紀が経過するが，路上駐車問題の解決策として法が広域的継続的

に厳格に実行されたことはほとんどない．法には駐車と停車の定義が示されており，それをそ

のまま実行すれば問題の多くは解決できたはずである．つまり路上駐車問題の解決策として，

法の執行は初めから選択肢にならなかったわけである．この理由を参考文献１）では「日本の

法意識によれば，こういう非現実的な法律を機械のごとく実施して取り締まるのは，あまりに

も「融通のきかない」やり方だと考えられるのであり，警察が民衆におけるこのような考え方

に抵抗して厳格にこの法律を適用するには，相当の勇気が要るであろう」（引用文献を教科書体

とする）と指摘している．本来法治国家であるはずの我が国で，法の執行による問題解決が図

られなかった背景は，日本人の法意識１）の観点からも明らかにしておく必要がある．即ち交通

秩序の規範としての法の役割の再確認である．

２．２我が国の法運用と市民規範

民間の駐車監視員（法第五十一条の八）による路上駐車管理は，法第五十一条による放置自

動車を対象にしたものであり，本来の違法駐車（法第二条）全てを取り締まるものではない．

その理由は，法による厳格な規制が都市機能を著しく低下させることを，交通管理者を含めた

多くの関係主体が共に理解しているからであろう．そこで駐車時間の長さはさておき，放置自

動車の規制を優先したのである．しかしこの様な法律の運用は，継続によりそれ自体が新たな

規範となり，本来の法規範とは異なる交通秩序をつくることになる．言わば法規範と市民規範

の共存である．この状態は法による交通管理上好ましいことではない．法規範と市民規範，法

の運用の関係を図１に示す．

法規範が市民規範より厳しい基準であり，その実行が現実的でないとき，行政主体は運用で

その調整を図ろうとする．路上駐車問題の解決策として道路交通法をそのまま実行することが

答えにならなかったのは，我が国の法律の機能が欧米とは異なるからであり，法による交通管

理を考えるときこれは重要な点である．欧米の法理解が「二元主義（たとえ世界が亡びるとも
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正義は行われるべきである）」１）であるのに

対し，我が国の法律基準は言わば目標値で

あり，その基準を超えたからといって，直

ちに規制を実行することもされることもな

いと考えるのが共通の理解である．我が国

のこの様な法意識の形成は，１８８８年からお

よそ１０年間でまとめられた五大法典の起草

にさかのぼる１）．

図１で「①法律基準（法規範）」は法に

示される停車の基準（法第二条）であり，

その内容は非放置であること，かつ停車時間が５分を超えないことである．我が国の多くの都

市の中心市街地は駐車禁止であるが，この条件を満たす路上駐車は駐停車禁止場所（法第四十

四条）を除き容認され規制の対象とはならない．これに対し「②現状の基準（市民規範）」は

平均駐車時間が１０分～１５分程度２）であり，さらに放置されているものも多いのが実態である．

この様な現状の中で，平成１８年度以降の駐車監視員制度は「（イ）放置の確認」は行うが，

「（ロ）駐車時間の確認」は行わないことで始められた．つまり駐車時間については規制の対象

としなかったのである．これは交通警察の意志ではなく，我が国市民の総意と考えるのが自然

であろう．しかし「（イ）放置の確認」と「（ロ）駐車時間」がともに運用の範囲であったもの

が，これを機に放置行為の規制までレベルをあげたことは，市民規範と法規範の乖離が縮小さ

れたこと意味する．交通秩序の向上は一歩前進したといってよい．

一方先にも記したように，この継続は駐車時間に関する法規範を事実上無視する新たな市民

規範を根付かせることにもなる．

３．調査

調査概要を表１に示す．調査の方法はプレート

式連続調査３）（写真１）による．この調査方法

は，路側に駐停車する自動車の駐車開始時刻や発

時刻，車種，目的等を調査員の継続的な目視によ

り記録するものである．記録には予め作製した調

査票を用い，調査員一人で３０m～５０m程度の区間

を担当する．路上駐車の調査では他に断続調査や

アンケート調査等があるが，断続調査では到着時

刻と出発時刻を直接記録できないことや短時間駐

項 目 内 容

調査方法 プレート式連続調査３）

調査日 平成２４年６月～７月平日８日間

調査時間帯 ８：００～１９：００

場所 札幌市都心地区（駅前通り）

区間延長５００m両側路側

地域地区 商業地域（駐車場整備地区）

調査台数 ２，３５７台（二輪車を除く）

図１ 法規範と市民規範

表１ 調査概要

４９停車帯設置区間での不規則路上駐停車行動に関する調査研究
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車の駐停車行動が記録漏れとなるこ

とが多い等の問題がある．またアン

ケート調査は駐車目的を聞き取るこ

とができる点で優れているが，違法

行為に対する面接調査は回答が不正

確となることも多く，聞き取りには

相当の技術と熟練を要する．一方こ

こで用いた継続調査は，記録に関す

る統一事項の周知や調査慣れは必要

であり，何回かの予備調査は必要で

ある．調査は平成２４年６月と７月の

平日８日間，８：００～１９：００の時間帯で行った．当地区は用途地域区分では商業地域である

が，物販より業務施設が多い．調査対象車両は二輪を除く自動車であり，２，３５７台の観測デー

タを得た．

３．１調査項目

調査項目の主なものを表２に示す．調査員はこれらの項目を観察し記録する．「①駐車時間」

は“出発時刻”と“到着時刻”の差である．「②自動車の属性」で“車種”は自動車登録規則第

十三条（別表第二）に示される機能分類に準じた．また“自家用or事業用”は道路運送車両法

施行規則第六十三条の二関係（第十四号様式）による車両番号表の塗色分類である．“目的”は

PT調査の分類を基本とし８分類とした．「③放置・非放置」は法第五十一条の四に示される放

置車両の定義による．「④荷扱いの程度」は運搬の量と回数を各々４分類により記録した．「⑤駐

車位置」は停車帯利用の駐車かそれ以外（以下「不規則駐車」）の分類である．「⑥徒歩距離」

は駐車場所と目的地までの距離を，調査員の目視により遠⇔近を４分類とした．「⑦アイドリン

グ状態」はこの研究の主題ではないが，ア

イドリング状態か否かの分類記録である．

３．２ 駐車規制

道路形状の略図を図２に，停車帯の道路

形状を写真２に示す．また写真３は停車帯

以外での駐車の様子である．車道は中央分

離帯を有する片側２車線であり，停車帯の

幅は１．５m程度である．交通量は約９，０００台

項 目 内 容

①駐車時間 到着時刻，出発時刻

②自動車の属性 車種，自家用or事業用，目的

③放置・非放置 放置，非放置の別

④荷扱いの程度 荷扱い量と運搬回数の分類

⑤駐車位置 停車帯とそれ以外

⑥徒歩距離 目的地までの遠近

⑦アイドリング状態 アイドリングの有無

写真１ プレート式連続調査

表２ 主な調査項目

堂 柿 栄 輔５０
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/１２時間であり，都心地区一帯の平均

的交通量である．調査地区はJR駅を

起点とする延長５００mの街路両側であ

り，約１００m間隔で信号交差点を有す

る．従って信号交差点で区分された道

路の片側１０箇所（５区間×２両側）が

対象箇所である．

当区間の駐車規制を写真４に示す．

当区間は荷捌き駐車への配慮がなされ

ており，補助標識の内容は表３のとお

りである．ここで「③貨物」の定義

図２ 調査道路形状略図

写真２ 停車帯道路形状

写真３ 不規則駐車例
写真４ 規制標識

５１停車帯設置区間での不規則路上駐停車行動に関する調査研究
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図３ 駐車時間長分布の比較

は，「道路標識，区画線及び道路標示に

関する命令」での分類（車両の種類の略

称）である．

対象箇所１０箇所中上記規制箇所は８カ

所，他の２箇所はタクシーの客待ち駐車

専用区間である．

４．分析

調査を行った１０箇所中，タクシー専用駐車区間２箇所及び右左折レーン等による停車帯の未

設置区間を除く５箇所に駐停車した１，２１５台を分析の対象とした．

４．１駐車時間

停車帯駐車と不規則駐車の駐車時間長の

比較を図３に示す．停車帯駐車に比べ不規

則駐車は短時間であることが予想された

が，平均駐車時間（m）は各 １々２．６分及び

６．６分，また５分以内の短時間駐車の割合

は各 ４々９．１％及び６３．５％であった．平均駐

車時間の差は６．０分，その比は１：０．５２であ

り不規則駐車の平均駐車時間は停車帯の半

分程度である．この数値がより短時間であ

るか否かの評価は分かれようが，駐車時間毎の構成比の差は，「０分～５分」１４．４％（停車帯

＜非停車帯），「６分～１５分」３．４％（停車帯＞非車帯），「１６分～３０分」４．６％（停車帯＞非停車

帯），「３１分～６０分」３．２％（停車帯＞非車帯）であり，別途の集計では「６分～１０分」の時間

区分で構成比が逆転することがわかった．また規制時間２０分以内の占める割合は停車帯利用

８３．８％，不規則駐車９３．４０％であり，停車

帯利用での２０分以内の時間規制はおよそ遵

守されている．

４．２車種別不規則駐車率

車種別の不規則駐車率を図４に，平均駐

車時間の統計値を表４に示す．停車帯駐車

での平均駐車時間をm，不規則駐車の平均

項 目 内 容

①２０分以内 駐車時間の上限は２０分であること．

②貨物集配中 駐車の目的が荷捌き目的であること．

③貨物 車種分類が貨物であること

表３ 駐車規制の内容

図４ 車種別停車帯利用率
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駐車時間をm’とした．またm/m’は両者

の比である．ここで不規則駐車率（％）

を式１に示す．

不規則駐車率（％）＝
B

A+B
×１００ 式１

A：停車帯利用の駐停車台数（台）

B：非停車帯での駐停車台数（台）

不規則駐車率は１２．１％～２４．２％の範囲であり，トラックを除くとほぼ１２％～１３％程度となっ

ている．トラック（貨物）の不規則駐車率が高いことは規制の主旨に反するが，その理由は，

①一般にトラックは車長が長く，路側の空きスペース確保の制約が大きい．そのため空間を確

保しやすい非停車帯の利用が大となる傾向がある．

②配達業務は荷主へのサービスが絶対であり，時間指定などの制約から駐車場所は目的地直近

となる傾向が強い．そのため停車帯，非停車帯の区別を問わずの駐車となる．

③民間の駐車監視員は駐停車禁止場所での駐車行動を重点的に取り締まっているわけではな

い．配達業務は同じ場所での毎日の繰り返しであり，ドライバーは当該地区の取り締まりの実

情をよく承知している．そのため取り締まりの実務上許される駐車場所や駐車時間の限度を利

用し行動できる．

等である．またトラックの停車帯利用，不規則駐車の平均駐車時間は，m＝１８．０分，m’＝７．２

分，m/m’＝２．５０（＞１．８８（乗車系），１．３２（商用車））であり，不規則駐車の平均駐車時間は

停車帯駐車の４０％である．

タクシーの駐車行動は「客待ち」と「客の降車」に分けられ，後者の駐車時間は短時間であ

る．非停車帯でのタクシーの駐車は「客の降車」が多く駐車時間（m’）は２．１分と短い．一方

「客待ち」駐車は停車帯での割合が高く駐車時間も８．８分（m/m’＝４．１９）となる．

４．３目的別不規則駐車率

目的別不規則駐車率を図５に，停車帯利用及び不規則駐車の平均駐車時間とその比を表５に

示す．タクシーは除いた集計である．「業務（荷無し）」，「配達」，「私用（買い物）」はPT調査

車種 平均駐車時間 m/m’

乗用車系（４４．０％） １２．０/０６．４ m/m’＝１．８８

商用車 （２０．０％） １２．５/０９．５ m/m’＝１．３２

トラック（１８．５％） １８．０/０７．２ m/m’＝２．５０

タクシー（１７．５％） ０８．８/０２．１ m/m’＝４．１９

計 （１００％） １２．５/０６．６ m/m’＝１．８９

表４ 車種別統計値（停車帯m/不規則m’）

５３停車帯設置区間での不規則路上駐停車行動に関する調査研究
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やOD調査での目的分類に準じたが，「送

迎」は本研究での分類である．送迎目的の

路上駐車は，業務での送迎行為と私用での

送迎行為に分類されるが，いずれもドライ

バーが乗車している非放置の駐車であり別

途の分類とした．調査では目的を９分類の

観察としたが，図の４分類で全体の８２．５％

を占める．表中の構成比（％）は４目的の

みの構成比である．「送迎」の駐車は１９．２％

を占め，都心地域での路上駐車の約１/５

を占めることがわかった．この目的の駐車

は，平成１８年度からの放置自動車の取り締

まり強化とともに増加している２）．

図より不規則駐車率は７．９％～１８．５％の

範囲であり，車種別分類でのバラツキと同

程度である．ここで「配達」の不規則駐車率が最も大きく１８．５％であるが，この理由は車種分

類でのトラックの不規則駐車率に関する説明と同様である．また業務目的の不規則駐車率は

７．９％であり最も小さい．その理由は，毎日の繰り返しである業務交通は写真４の車種分類に

関する駐車規制が厳格に行われていないことを承知していること，乗用車系で行われることが

多い業務交通は，停車帯での空き空間を確保しやすい等の理由による．

私用目的の不規則駐車率は１４．９％と高い．その理由は，停車帯での車種規制に対する違法行

為をより重視した結果であろう．しかし不規則駐車に対する抵抗も大きく平均駐車時間は４．９

分と最も短くなっている．

送迎目的の不規則駐車率は１３．６％であり全平均に近い値となった．この目的の特徴は駐車時

間が短いことであり，平均駐車時間は停車帯利用，不規則駐車ともに６分弱である．この目的

では非放置の割合が多い．従って駐車場所の選定では取り締まりを特に考慮する必要はなく，

停車帯それ以外を問わず空き空間での駐車行動となる．

５．まとめと課題

本研究でのまとめと課題を以下に示す．

（１）交通秩序の維持に関して，法の役割と行政による法の運用，市民の法意識について言及

した．我が国での交通秩序の回復は法の遵守（ルール）とともに，行儀作法（マナー）等の再

構築も必要である．

車種（構成比） 平均駐車時間 m/m’

業務（１７．２％） １３．３/０６．８ m/m’＝１．９６

配達（４４．４％） １３．８/０７．２ m/m’＝１．９２

私用（１９．２％） １３．５/０４．９ m/m’＝２．７６

送迎（１９．２％） ０５．８/０５．９ m/m’＝０．９８

計 （１００％） １２．１/０６．５ m/m’＝１．８６

図５ 目的別不規則駐車率

表５ 目的別統計値（停車帯m/不規則m’）

堂 柿 栄 輔５４

：】Ｓｅｒｖｅｒ／北海学園大学工学部研究報告　　　１５０線／第４２号／本文　，．／０００～０００　０５　停車帯設置区間４Ｃ  2014.12.05 10.22.06  Page 54 



（２）不規則駐車の統計分析では，不規則駐車行動を駐車時間，車種分類及び目的分類からそ

の特徴を考察した．交通管理者及び道路事業者による施策の実現にはこれらの特性を踏まえた

配慮が必要である．

（３）算出された統計値の考察では推察に基づく部分も多いが，他の交通特性による分析から

もそれらを検証する必要がある．
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